
令和２年度清水中学校：学校経営方針

【校訓】 「凛と在れ」

＜学校教育目標＞ 「明るく、自ら求めて学ぶ生徒の育成」

生命を大切にし 豊かな心を持つ生徒（徳）

心身が健康で 粘り強くやり抜く生徒（体）

意欲をもって自ら学び 創造する生徒（知）

＜教育活動の理念＞ ＜学校経営の基本方針＞

（１）感動なくして前進なし（響育） （１）学校は組織体である。

（２）期待なくして信頼なし （２）経営の基盤は学級経営・学年経営である。

（３）研修以外に教育の王道なし （３）学校は学びがいを感じる場である。

＜重点努力事項＞

１ 「自己肯定感」「自己有用感」をはぐくむ教育活動の推進

…授業、生徒会活動を含めた諸活動、ＪＲＣ活動などを通して「あなたのおかげで…」と言

われるような生徒を育てます。

２ 自立した人間を育てる生徒指導

…生徒の成長を認めながら、「Ｊ（時間を守る）Ａ（あいさつ）Ｍ（身なり）Ｓ（掃除）」

ができる生徒を育てます。

３ 「何がわかったのか」「何ができるようになったのか」が確かめられる学習指導

…「めあて」で学習の目標を確認し、「まとめ」で振り返る授業を実施し、学力を向上させ

ます。

４ ひとりひとりを大切にし、ニーズに応える特別支援教育の充実

…自身の「困り感」を自覚し、誰からも大切にされる生徒を育てます。

５ 「開かれた学校づくり」の推進と、「信頼される学校」への変革

…教育が成立するための条件にある「信」「敬」「慕」の確立に努めます。

＜目指す学校の姿＞ ＜生徒会スローガン＞

あいさつ 心のやさしさ 環境整美 日本一 心歩」（しんぽ）


